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「最後の晩餐」という絵画を、見たことがある方は多いと思いま

す。イエス様は十字架につけられる前に弟子たちと共に食卓に

つき、パンを裂いて与え、杯を回されました。 

その出来事を記念して、キリスト教会では「聖餐式」をおこなっ

ています。そしてパンとぶどう酒（ぶどうジュース）をいただくこと

を、「陪餐する」と言います。 

日本聖公会では祈祷書を用いていますが、その洗礼堅信式

の 285頁にこのように書かれています。 

「堅信を受けた者、またその準備を終えて主教から特別の許

可を受けた者は、陪餐することができる。」 

それが 2017年 1月 1日に、このように改訂されました。 

「洗礼を受けた者は陪餐することができる。」 

つまり陪餐の条件が、堅信から洗礼へと変わったのです。この

ことについて、管区礼拝委員会はこのように説明しています。 

洗礼に加えて、堅信も陪餐への前提条件としてきたことが、課

題として認識されるようになりました。そして研究の結果、「堅信

式を受けることが、陪餐のための条件である」という、従来からの

理解以外の可能性が認められ、近年世界の多くの聖公会でもこ

のような改訂がなされてきています。しかし「堅信が不必要」とい

うわけではありません。 

ただイエス様の思いは、「すべての人と食卓を共にする」という

ことなのだとすると、どのような垣根もなく一緒に陪餐できる世界

が理想なのだと思います。 

次回は「灰の水曜日」です。お楽しみに。 

それから、イエスはパンを取り、感謝

の祈りを唱えて、それを裂き、使徒た

ちに与えて言われた。「これは、あな

たがたのために与えられるわたしの体

である。わたしの記念としてこのよう

に行いなさい。」 

(ルカによる福音書 22章 19節) 
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